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№ 42

１．例会………〈司会：プログラム委員会〉

　�7：30	 １．点　鐘……〈会　長〉

	 ２．開会宣言

	 ３．ロータリーソング斉唱……日も風も星も

	 ４．会長挨拶並びに会長報告

	 ５．幹事報告

	 ６．バッジ交換……〈新旧会長・幹事〉

	 ７．出席報告

	 ８．委員会報告・会報委員会

	 ９．ニコニコボックス報告

	 10．次週並びに次々週のプログラムの予告

	 　（７／２）……クラブ協議会

	 　　　　　　　	各理事挨拶

	 　（７／９）……クラブ協議会

	 　　　　　　　	各委員長事業計画発表

	 ��．点　鐘……〈会　長〉

	 �2．閉会宣言

２．夕食例会………〈親睦活動委員会〉

　�8：00	 １．開会の言葉……〈司　会〉

	 ２．挨　　　拶……〈副会長〉

	 ３．乾　　　杯……〈直前会長〉

	 ４．食事・歓談

	 ５．アトラクション

	 ６．「手に手つないで」

	 ７．閉会あいさつ……〈クラブ奉仕委員長〉

	 ８．閉会の言葉……〈司　会〉

　�9：30	 　　散　会

出 席

会員総数　9�名　　出席免除　27名

出席義務者＋免除者の内例会出席者　84名

欠席　６名　　出席率 92.86％

前々回（６／��）の修正出席率 �00％

幹 事 報 告

１）委員会活動報書を未提出の方は、大至急ご提出を

お願いします。

バ ッ ジ 交 換

委 員 会 報 告

●クラブ会報・IT 委員会

第2766回例会プログラム
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会 長 あ い さ つ

杉浦世志朗

　昨年７月に船出して、今日無事帰

港することが出来ました。

　１年間、私を支えて頂いた、市川

幹事・岩瀬副会長をはじめ理事・役

員・委員長の皆様、会員の皆様には

感謝の気持ちで一杯です。

　昨年の今頃は会長所信・運営方針

を発表し、重点実施事項も示させて頂いて、いよいよ１

年がスタートする緊張と、やり通す決意で一杯であった

のを思い出します。諸先輩の築き上げられた刈谷ロータ

リークラブの伝統と品格を伝承し、充実したクラブ運営

を実践しなければならないと云うプレッシャーも相当で

した。

　今、全力で走り続けた１年を振り返れば、長いようで

アッと言う間に過ぎた１年でした。例会をそれぞれ思い

出しますと、楽しかったこと、苦労したことが鮮明に浮

かんできます。年度始めの７月例会は理事・委員長の事

業計画発表からスタートし、第１回目例会の後、すぐ浜

名湖での１泊研修会で、各委員会における１年間の事業

を確認し懇親を深めました。

　以来、今日まで42回の例会では多彩な講師、会員によ

る卓話や、親睦を深める移動例会など、本当に多くの会

員の皆様にご協力頂き感謝にたえません。重点実施事項

で示させて頂いた「魅力ある例会の企画・運営」「会員・

家族の楽しく参加できる親睦事業の実施」では、クリス

マス家族例会や京都の春・夏の親睦旅行に、多くの方に

参加して頂きました。

　「社会への貢献」では、地域団体に継続的に支援をし

た他に、石巻ロータリークラブと連携して被災地支援を

し、ガバナー賞を頂きました。他にも、創立記念のチャー

ターナイトを振り返る夜間例会、メガソーラー見学の職

場例会、はやぶさ帰還をプラネタリウムで鑑賞など、思

い出せばきりがありません。

　反省・課題もあります。「会員世代間のコミュニケー

ションを図る」事項に関しましては、次年度、嶋津会長

も重点実施事項にかかげているように、十分な成果をあ

げることができなかったのかも知れません。新しい会員

が増えてきた昨今、創立50周年を過ぎて以来、毎年の課

題のように思われます。

　１年を振り返れば思い出は尽きませんが、今日の最終

例会で、刈谷RCの伝統・品格を傷つけることなく、会

長バッジを次年度嶋津会長に引き継ぐことが出来てホッ

としています。役員は代わっても、刈谷RCは永遠です。

　次年度も全会員一丸となり、嶋津船長のもと素晴らし

い59年度にしていきたいと思います。

　会員の皆様には重ねて感謝を申し上げ、会長あいさつ

にかえさせて頂きます。

　懇親会風景


